
新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う経済学研究科修士課程入学試験における対応について 
 

京都大学大学院経済学研究科では、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大の状況を受け、
予定している選抜方法の実施が困難と予想されることから、9月に実施する修士課程入学試験（一般選
抜）の実施方法及び提出書類を以下のとおり変更いたします。詳細については、学生募集要項をご確認く
ださい。 

 

■対象となる入学試験（2020年度に実施する以下の入学試験）  

・経済学研究科：修士課程入試（一般選抜） 
 
■選抜方法の変更内容  

・受験者の密集を避けるため、筆記試験は実施せず、出願書類による選考を行います。 

・高度専門人材養成プログラムにおいても、提出された「学修設計書」に基づいて口述試験を行います。 

・提出書類として「GPA計算書」、「学業・人物評価書」、「学修設計書（高度専門人材養成プログラム
のみ）」を追加します。 

 

試験日程 

研究者養成プログラム 高度専門人材養成プログラム 
 
第１次選抜：書類選考 
出願書類による選考を行います。 

 

第１次選抜合格者発表 
 ９月１１日（金）１５：００ 

合格者（第２次選抜受験者）の受験番号を本研究科ホームページ（http://www.econ.kyoto-
u.ac.jp/）に掲載します。 
 

第２次選抜：口述試験 
 ９月１７日（木）１０：００～１７：００ 

 ９月１８日（金）１０：００～１７：００ 
 

 

（１）研究者養成プログラム 

  ＜第１次選抜＞ 

出願書類による選考を行います。 
 

  ＜第２次選抜＞ 

口述試験：第１次選抜の合格者に対し提出された「研究計画書」に基づいて口述試験を行います。 

  

（２）高度専門人材養成プログラム 

  ＜第１次選抜＞ 

出願書類による選考を行います。 
 

  ＜第２次選抜＞ 

口述試験：第１次選抜の合格者に対し提出された「学修設計書」に基づいて口述試験を行います。 

口述試験は免除される場合があります。 


